
　
埼
玉
県
生
産
性
本
部
と

埼
玉
県
生
産
性
本
部
川
口

支
部
は
�
月
�
日
、
さ
い

た
ま
市
の
埼
玉
会
館
で

「
第
２
回
働
き
方
改
革
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た

（
＝
写
真
）
。

　
山
田
吉
隆
埼
玉
県
生
産

性
本
部
会
長
（
川
口
化
学

工
業
代
表
取
締
役
社
長
）

は
、
「
労
働
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
る
中
で
、
今
後
ど

の
よ
う
な
方
向
に
持
っ
て

い
く
べ
き
か
を
活
動
の
中

で
論
じ
て
い
き
た
い
が
、

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講

演
は
参
考
に
な
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
水
町
勇
一
郎
・
東
京
大

学
社
会
科
学
研
究
所
教
授

は
「
働
き
方
改
革
と
２
０

１
７
年
労
働
法
改
正
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ

た
。
働
き
方
改
革
の
ね
ら

い
に
つ
い
て
は
、
労
働
者

保
護
の
社
会
問
題
で
あ
る

と
同
時
に
、
「
経
済
の
好

循
環
」
に
つ
な
が
る
経
済

問
題
で
あ
る
と
解
説
。
働

き
方
改
革
の
イ
ン
パ
ク
ト

に
つ
い
て
は
、
働
き
方
改

革
は
労
働
法
と
密
接
に
か

か
わ
っ
て
お
り
、
「
働
き

方
改
革
関
連
法
案
」
は
、

戦
後
の
「
労
働
三
法
」
の

制
定
に
次
ぐ
大
改
革
に
な

る
と
語
っ
た
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
案

は
、
今
年
�
月
に
成
立
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
衆
議

院
選
挙
に
よ
り
、
大
幅
に

遅
れ
て
い
る
。水
町
氏
は
、

働
き
方
改
革
関
連
法
案
が

い
つ
成
立
す
る
か
不
確
定

だ
が
、
２
０
１
９
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
前
提
で

準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
述
べ
た
。

　
水
町
氏
は
、
働
き
方
改

革
実
行
計
画
で
示
さ
れ
て

い
る
「
罰
則
付
き
時

間
外
労
働
の
上
限
規

制
の
導
入
な
ど
長
時

間
労
働
の
是
正
」
に

つ
い
て
、
時
間
外
労

働
の
限
度
は
原
則
と

し
て
「
月
�
時
間
、

か
つ
、
年
３
６
０
時

間
」
と
な
る
が
、
臨

時
的
な
特
別
の
事
情

が
あ
る
時
に
労
使
が
合
意

し
て
労
使
協
定
を
結
ぶ
場

合
に
お
い
て
も
、
絶
対
の

上
限
時
間
（
年
７
２
０
時

間
＝
月
平
均
�
時
間
）
を

定
め
た
こ
と
が
特
徴
だ
と

解
説
し
た
。
今
後
、
施
行

日
ま
で
に
時
間
外
労
働
の

上
限
値
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
社
内
体
制
を
作
っ
て

い
け
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
る
と
強
調
し
た
。

　
平
山
信
彦
・
内
田
洋
行

執
行
役
員
知
的
生
産
性
研

究
所
所
長
は
「
働
き
方
改

革
の
成
功
要
因
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
平
山
氏

は
、
「
働
き
方
変
革
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」を
示
し
、

「
２
つ
の
ハ
ピ
ネ
ス
」
「３

つ
の
評
価
軸
」
「
２
つ
の

支
援
環
境
」
の
３
要
素
で

構
成
さ
れ
る
こ
と
を
解
説

し
、
ハ
ピ
ネ
ス
を
定
め
、

そ
れ
を
評
価
軸
で
検
証

し
、
支
援
環
境
を
実
施
す

る
―
―
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
が
、
働
き
方
変
革
に
つ

な
が
る
こ
と
を
説
明
し

た
。

　
「
２
つ
の
ハ
ピ
ネ
ス
」

と
は
、
経
営
と
社
員
の
双

方
の
視
点
に
立
っ
た
働
き

方
変
革
の
目
標
で
、
経
営

者
は
「
勝
ち
残
れ
る
柔
軟

で
強
靭
な
組
織
」
を
、
社

員
は
「
働
き
が
い
を
感
じ

る
組
織
」
を
そ
れ
ぞ
れ
目

標
に
定
め
る
必
要
が
あ
る

と
指
摘
し
た
。

　
「
３
つ
の
評
価
軸
」は
、

働
き
方
変
革
の
取
り
組
み

状
況
を
確
認
す
る
た
め
の

「
も
の
さ
し
」
（
実
現
目

標
）
で
あ
り
、
①
創
造
性

の
向
上
②
効
率
性
の
向
上

③
躍
動
性
の
強
化
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、躍
動
性
に
つ
い
て
は
、

「
組
織
の
元
気
度
」
と
い

う
評
価
軸
と
説
明
し
た
。

　
「
支
援
環
境
の
整
備
」

に
は
、
人
事
制
度
や
社
内

の
仕
組
み
の
変
革
、
オ
フ

ィ
ス
環
境
の
改
善
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
と
活
用

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

支
援
環
境
の
整
備
と
と
も

に
、
社
員
一
人
一
人
の
行

動
・
意
識
の
変
革
が
不
可

欠
に
な
る
こ
と
を
強
調
し

た
。


